
千歳市立祝梅小学校 学校だより 

 

 

 
 
『すくすく のびのび』 

  みとめ合い まなび合い たかめ合い きたえ合う 祝梅っ子 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

しっかりステージ ～今日よりも明日へ～ 

千歳市立祝梅小学校 校長 橋本 由美 

 

 冬休みが明け、子ども達は作品や宿題プリント等を持ち、 

元気に登校して来ました。久しぶりに会う友達に、「おはよ 

う」とエアタッチのあいさつをしている子もいました。 

 さて、コロナ感染症が流行してほぼ１年がたちました。 

学校では、「学びを止めない」と「感染症対策」を両立させ、 

今の祝梅小でできることを模索し続けています。全職員で知 

恵を出し、工夫しながら進めています。これからも、保護者・ 

地域の皆様とのつながりを大切にして全校児童を育てていき 

ます。今年もよろしくお願いいたします。 

 

 今年度、学校では４つのステージに分けて、目標をもって学校生活を送ってきました。

わくわくステージ、のびのびステージ、じっくりステージと進み、１月からは「しっかり

ステージ」に入りました。１月～３月では、この１年間の自分を振り返り、次のステップ

へ向かう準備をします。 

 学習では、復習や力だめしの問題に取り組む等、しっかり定着させる内容になります。

生活では、身の回りや気持ちを、自分の力でしっかりととのえられるようにします。 

 保護者アンケートの中に、「お子様が、毎日家庭学習に取り組むように努めている」とい

う項目がありました。年々、家庭学習についての意識が高まってきています。ほぼ毎日、

学校からは宿題を出しています。自学ノートの内容が、ぐんぐん良くなっています。家庭

学習が、「させられるもの」から「するもの」に変わってきています。 

 

 ５・６年生は、青葉中のテスト期間に合わせて、定期テストを行っています。テスト範

囲を確認しながら学習計画を立てて、自学をします。１回目（１１月実施）では、毎日２

時間ずつ学習した子もいました。「学年×１０分＋１０分」を、家庭学習時間の目安として

います。高学年になると、家庭学習習慣が身に付いている子が増えます。 

 低学年の時から、ご家庭での継続的な声かけが、成長と共に習慣化されたのです。学校

では、今後も、家庭学習の時間や内容等について指導をします。ご家庭でも、お子さんの

学習の様子を見て、励ましてあげてください。 

  

 しっかりステージ。昨日よりも今日、今日よりも明日「自己ベスト」を目指す学校教育

を進めていきます。お子さんの成長を、保護者の皆様と共有できることを願っています。 

令和３年 1 月 29 日発行 

第 11号 

言葉を操る力を持つ子どもの育成 

～読解力 UP  発信力 UP 協働力 UP～ 

 

ＭＯＡ山月光輪花 



 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 3年を迎え、祝梅小児童の学びが無事、再開しています。12月下旬には、千歳科学技術大学から講師

の先生をお迎えし、5 年生と 6 年生それぞれを対象に、プログラミング学習を実施しました。パソコン画面

に指示を入力すると、目の前のコンピュータがそれに呼応する、という体験をしました。日常、生活してい

る社会には、プログラムされているものがたくさんあふれていることを発見した児童たちです。 

 プログラミング的な思考を学ぶことは、他の教科や日常への活用にもつながっています。学校教育の中で

その視点をさらに育てていけるよう、本校でも引き続き取り組んでいきます。 

 

 

 

～ 5・6年生 大学の先生から学ぶ～ 
5 年生。パソコンで、光や音をあやつりまし

た。一時停止、点滅、音などをプログラムして、

小さな機器を操作します。 

入門期にふさわしい学びができました。 

6 年生では、パソコンを通してアレクサに指示を伝える

授業を実施しました。大学で学ぶ学生もスタッフとして授

業補助に入っていただきました。授業の最後にはグルー

プごとに成果を発表。大学の先生からも、工夫のあるプ

ログラミングに感心のお言葉をいただきました。 

 

冬休み終盤に実施した冬休みチ

ャレンジ教室。今年度は、二日間で

のべ 140名を超える児童が自主的

にエントリーしました。学習習慣の

定着をはかったり、生活のリズムを

ととのえたりするのに、この時間を

有効に活用した児童が多かった様

子です。今後も、学習することの大

切さを伝え続けていきます。 

 

TV を通しての集会では、今年度、児童へのインタビューを続けま

した。語いを増やし日本語力を高め、経験を重ねることが大事です。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青葉中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年生と環境委員で毎日、水温管理や成長記録をつけて育てている本校 1階ホールのサケも、次第に大きく

なりました。 10 月上旬の採卵集会からここまで、児童の愛情をいっぱいもらったサケの稚魚たち。今後は、2 月

下旬の放流集会で、ふるさと千歳を旅立つことになります。昨年度は休校があり、本校職員での放流となりまし

たが、ぜひ今年度は児童の見守る中で、サケの旅立ちにエールを送りたいと思います。 

 多少遅れたリンク開設でしたが、リンクを造営する業者様のおかげで、スケー

ト学習初日はしっかりと間に合いました。連日、児童の頑張りが光っています。

応援いただく保護者の皆さまもありがとうございます。 

 

 

 

 北海道ならで

はのスポーツに

取り組む貴重な

時間。記録会ま

でスケート学習

は続きます。  

 

 千歳中央と岡山市、それぞれのライオンズクラブがサケを通じた交

流をしており、平成 9 年度からは本校が千歳市の代表となって、発

眼卵を届けたり、岡山で育ったサケをいっしょに放流したりしていま

す。今年度はコロナ禍により、児童の往来はなくなりましたが、さけ

のふるさと千歳水族館様から預かった発眼卵を、代表児童がライオン

ズクラブに手渡す集会を実施し、先日その発眼卵が、無事岡山に到着

しています。また、今年度、千歳中央ライオンズクラブ様のご厚意に

より、図書の森にたくさんの本を寄贈いただきました。サケを通して、

命を見つめる学びの機会をいただいていることに感謝申し上げます。 

 

 

サケの発眼卵、

代わりに届けて

ください。 

 

 

  

 

サケ放流まで あと 1 ヶ月 



  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行          事 

１ 月 選挙管理委員会③ 

２ 火 心の教育相談 

３ 水 スケート記録会（５・６年）  フッ化物洗口 

４ 木 スケート記録会（３・４年）  心の教育相談 

５ 金 スケート記録会（あさがお）  ALT  口座振替日 

６ 土  

７ 日  

８ 月 ALT  心の教育相談 

９ 火 選挙管理委員会④  心の教育相談 

10 水 ５６年定期テスト①  フッ化物洗口なし 

11 木 建国記念の日 

12 金 
５６年定期テスト②  ALT   スクールカウンセラー 
運営協議会（祝梅小 CS）③  心の教育相談 

13 土  

14 日  

15 月 
委員会⑦  読書週間（～19）   
定例作品展（２３５年・あさがお） 心の教育相談 

16 火 
幼児学級②  心の教育相談 

あさがお学級のみ午前授業・給食後下校 

17 水 フッ化物洗口 

18 木 
参観日（あさがお・４年・５年）  心の教育相談 
PTA役員合同会議 

19 金 参観日（１年・２年・３年・６年）  ALT 

20 土  

21 日  

22 月 選挙管理委員会⑤  心の教育相談 

23 火 天皇誕生日 

24 水 
児童会役員選挙 （３年以上 14:40頃下校）  
口座振替日  選挙管理委員会⑥ 

25 木 ありがとう集会（TV）  心の教育相談 

26 金 サケ放流集会（３年）  ALT  スクールカウンセラー 

27 土  

28 日  

 

「しっかりステージ」中盤になります。2月は「逃

げる（に・げる）月」と言われます。授業は 18日

間しかなく、きっとあっという間の２ 月になりそうで

す。感染症対策と両立しての教育活動。毎朝夕の検

温と「健康観察シート」への記載、マスクをして人

と距離をとる飛沫感染対策、静かな給食など、新し

い生活様式の中、努力を重ねている児童たちです。

2 月も健康に留意しながら、日々を大切に過ごして

いきます。 

1 月の終わり。職員室から… 

お正月の定番映画に「男はつらいよ」がありました。主人公の寅次

郎は、行商でさまざまなものを売ります。縁日で道行く人の足を止め

る口上は独特で、演じる渥美清さんの言葉の力を感じさせるものでし

た。/ 「やけのやんぱち日焼けのなすび、色が黒くて喰い付きたい

が、わたしゃ入歯で歯が立たないよ。…どうだ！これでも買わない？

ようしこうなったら…」。 / 寅さんのさまざまな言葉が、観る者の心

に刺さるのは、滑舌やリズムのよさだけではありません。「困っている

人がいると放っておけない」 「弱いものに優しい」 そんな寅さんの心

の温かさが見えるから、その言葉に重みが出てくるのでしょう。/ 祝

梅小の令和 2年度。「言葉を操る力を持つ子どもの育成」に向けて、

コロナ禍でできることに精一杯取り組み、スタッフや PTA,地域ととも

に連携してきました。児童の心の耕しが、いきいきとした言葉の獲得

につながると信じています。 / 「あぁ、生まれてきて良かったなって

思うことが何べんかあるじゃない。そのために人間、生きてんじゃね

えか」。 寅さんのそんな言葉を胸に、ゆっくり前進したいものです。  

５・6年生 定期テスト実施 

家庭学習習慣の定着、中学校の学び方を先取

りして積み上げて学ぶ経験などをねらいに、昨年

度からスタートしている「祝梅小定期テスト」。今の

6年生は 5年生から取り組んでいますので、今回

で 4 回目。範囲表をもとに、計画をたて、それを実

践し、テスト当日に臨むという経験は、中学校入学

後も役立つことになります。学習に頑張る児童に

引き続きご声援ください。 

スケート記録会 徒歩での来校に協力を 

 1 月のスケート学習は天候や気温に恵まれ、ほぼ予定通りの

学習を進めることができています。学年によっては多くの保護

者が集まる場面もあり、ご声援に感謝申し上げます。2 月初旬

の記録会で、支援やご見学をいただく場合、駐車スペースが

十分ではないため、徒歩にての来校をお願いいたします。保護

者同士の距離確保、感染症予防も引き続き対応ください。 

児童会選挙実施  リーダーがバトンタッチ 

 長く児童会をリードしてきた 6 年生の卒業が

近づいてきました。児童会活動も、ここで 5年生

を主力として、4・3 年生を交えての代替わりと

なります。青葉中と連携しての医療従事者への手

紙、祝梅小キャラクターの募集など、この 1年、

6年生のリーダーシップが光りました。次は５年

生の頑張りに期待します。 


